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CnHm + n H2O → n CO + (m/2 + n) H2 (1) 
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 そこで，本研究では軽量で反応温度が低く，反応の制御が可能である Alと Al合金粉末の開発，




















行う．これを 4回繰り返す．表１の④Al-30 wt%Znと Al-30 wt%Snの比較実験，⑤Al-Zn合金の組
成変化実験，⑥Al-30 wt %Znの粒径変化実験では，Al合金と水を実験条件まで上昇させる．実験



































































冷却した．90 ℃，80 ℃，70 ℃の場合，反応温度を低下させるとすぐに反応が停止した．60 ℃，
50 ℃の場合，反応温度を低下させるとすぐに水素製造量が減少するが，水素製造量は微増し，完
全に水素製造が止まることはないと言える．また①の反応条件では水素製造量は少ない傾向があ
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Al2O3 + 3C + N2 → 2AlN + 3CO (4) 







AlN は Al2O3 と炭素の粉末状混合物を窒素雰囲気中 1600 ℃以上での還元窒化により得る製造
法が知られる．しかし，宇宙機内での反応を考慮するとできるだけ低温での製造が望まれる．そ
のため，Al2O3 が安定な αAl2O3の結晶構造へ変化しない 1000 ℃での実験を試みた．図３に実験
装置概略図，表２に実験条件を示す．実験装置には，管状電気炉と石英管を用いた．試料として
試薬粉末の αAl2O3または γAl2O3 1.8 gと活性炭（AC） 0.6 gを混合した合計 2.4 gのうち半分の
1.2 gを燃焼ボートに載せ，石英管内に配置した．また，試料の γAl2O3の質量に対して，30 %相当
分の鉄粉を添加させた試料でも実験を行った．実験装置全体に窒素を流通させ，実験温度で維持
する窒化処理を行った．残りの試料は実験前後の比較用サンプルとして保存した．さらに，ブラ
ンクテストとして試料に Al2O3のみと ACのみ，それぞれ用いた場合で実験を行った． AlN生成
の確認法としては，実験前後の石英管の外観観察（特に出口部分），及び試料を XRD分析により














































Al2O3 + 3C + N2 → 2AlN + 3CO (4) 
AlN → Al + 1/2N2 (5) 
Al2O3 の AlNへの変換は，より低温で反応性が良く，さらに反応系がシンプルな機構を選択す




(a) αAl2O3 - AC - N2系 
 
(b) γAl2O3 - AC - N2系 
 






外観観察において石英管下流の変化が大きかった試料に対し XRD 分析を実施した．XRD 分析








Al2O3が AlNへ変化している可能性があると考えられる．  
 









































品名 材質 寸法[mm] 
アクリルブロック（φ30） アクリル樹脂 W50×D50×H60 
卵型カプセル アクリル樹脂 φ57×H79 
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(b) γAl2O3 - AC - N2系 
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(a) シリカコーティング後の接触角 (b) シリカコーティング後の液体挙動 
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